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【文部科学省への要望事項】  

本調査結果を踏まえ、以下の3点を要望します。 

1. 次期学習指導要領改訂において、いわゆる「はどめ規定」の削除・見直しを行うこと。 

2. 現行制度下においても、性交・避妊・性的同意・性暴力予防・性感染症予防等を取り上げるこ

とが一律に禁止されている趣旨ではないことを、通知、補足資料、Q&A集等により明確化する

こと。 

3. 標準的な教材、指導案、保護者への説明資料、研修動画等を国として整備し、学校間・地域間

の教育格差を縮小すること。 

 

1．「はどめ規定」の運用課題に関するアンケート調査　調査概要 

・実施期間　2026年5月29日～2026年6月18日 

・方法　インターネット調査。SNS等を通じて回答を呼びかけた。 

・有効回答数 

　教職員（一部、元教職員含む）：143件（うち、自由記述回答については80件を分析） 

　その他職種や保護者・若者等：142件（うち、自由記述回答については140件を分析） 

・調査実施者　NPO法人ピルコン　　協力　公益財団法人ジョイセフ 

・留意点　本調査は任意回答のインターネット調査であり、回答者には性に関する指導に関心の高

い層が一定程度含まれている可能性がある。一方で、学校現場や子ども・若者支援の現場で実際に

生じている課題を把握する上で、重要な示唆を与えるものである。 

・調査結果レポート全文はこちら： 

https://pilcon.org/wp-content/uploads/2026/07/1473dbc15b7832fa7d13

81cffe48e88b.pdf 

 

2．主な調査結果 

① 学校における性に関する指導で、「必要だが扱いにくい」内容が存在する 

教職員回答では、性交・避妊・性的同意・性感染症・ジェンダー平等など、幅広い項目でいずれも7

割以上が「学校で学ぶ必要がある」と回答した。一方で、「必要性は感じるが、学校で扱いにくい」と

回答した内容は、以下の順で多かった。 

　性交・性行為：72.7％ 

　性欲との向き合い方：51.7％ 

　中絶：47.6％ 

　避妊：39.9％ 

　性器・性機能：15.4％ 

この結果から、児童生徒にとって必要性が高いと認識されている内容であるにも関わらず、学校現

場の教職員は扱いにくいと感じているとの実態が示された。 
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② 扱いにくさの背景には、「はどめ規定」や制度運用上の課題がある 

必要な教育を扱いにくい理由として、「いわゆる『はどめ規定』があるため扱いにくい」（62.2%）が

最も多かった。 

また、「はどめ規定」やその解釈により性交・妊娠・避妊等を扱いにくいと感じたことがある割合は、

「ある」（51.0%）、「どちらかといえばある」（30.1%）を合わせて、約8割にのぼった。 
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③個別指導のみでは十分ではないとする複数の要因が指摘される 

「性についての学習は、個別のリスク対策ではなく、児童生徒全員のウェルビーイングのために重

要」と回答した教職員が最も多く、個別指導のみでは十分な学びを保障できないという認識が示さ

れた。  
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3．現場から寄せられた代表的な声 

(1)性に関する指導内容の解釈・運用をめぐる課題 

・性交については、必ず児童から精子と卵子はどうやって出会うのか？と質問があります。その際

に説明し、保健指導の通信でも伝えていますが、クレーム等受けたことはありません。（小学校の保

健指導の中で）性交だけ取り扱わないことは、とても不自然なことだと思います。（北海道／小学校 

養護教諭） 

・管理職は、助産師などの専門家じゃないと、セックスなどの言葉を出すのは危険だ！という認識

のようです。とにかく性教育バッシングが起こるのを恐れている感じでした。（鳥取県／中学校 保

健体育科教員） 

・性交のことを扱わないまま、妊娠や避妊について話すことが難しいです。（特別支援学校 養護教

諭） 

 

(2)子どもの実態や現代的課題に現在の学びが十分に追いついていない 

・デートDVを教えるにあたって、性交について教えた方がいいと思っていましたが、小学校ではあ

まりそこまで深く言わない方が、、と担任や管理職に言われて断念しました。子どもたちは、SNS、

漫画、ドラマでたくさんの知識を得ています。教えない方が、子どもの興味を湧かせていると思い

ます。（小学校 養護教諭） 

・大人から話を聞くのではなく、自分で情報収集をした結果一番初めに出てきたものが男性向けの

AVやエロ漫画などの（誇張したものでした。調べ方が良くなかったのかもしれませんが、大人から

学ばないことで、今タブーなものをもっとタブーにしていると感じました。（神奈川県／若者・当事

者） 

 

（3）個別指導では届かない事例 

・教科書には、「コンドームを正しく使うことで直接接触をさけることができる」とあるが、「正しく使

う」とはどういうことか、そもそも「コンドームとは何か」が、教科書ではさっぱりわからない。あと
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で個別に「結局コンドームって何？」と聞いてくる生徒もいる。聞いてきた生徒には教えられるが、

分からないまま放置している生徒の方が多いと思われる。それでは、いざ中学校を卒業して、性行

動をとったときに、授業の学びは一切活かされない。また、道徳で命について扱う際に、妊娠の話

をするが、感想には毎年のように「どのように精子と卵子が出合うのか、不思議だ」など、子ども達

の素朴な疑問が上がってくる。しかし、はどめ規定もある中、素直な質問にすぐ回答することが難

しい現状がある。（中学校 養護教諭） 

 

（4）「はどめ規定」を超えた内容を扱った結果、肯定的反応があった事例  

・からだの変化やはどめ規定を超えた内容を科学的に説明すると、子どもたちからは「自分の体の

ことを詳しく知れて不安が少なくなった」「自分の体を大切にしたいと思う」という言葉が書かれ

た。（和歌山県／助産師・看護師・保健師などの医療従事者, 外部講師・性教育活動家, 子ども・若者

支援団体関係者） 

 

（5）家庭で学べない子どもの事例  

・私自身の経験ですが、学生時代は非常に重い生理に悩まされていました。しかし、実の親との関

係が悪かったことや反抗期が重なったことから親に相談できず、病院を受診することもできません

でした。（中略）「性に関することは家庭で教育すべき」とする国の方針は、両親が揃い、かつ良好な

関係がある家庭を前提としすぎているのではないでしょうか。これでは、ひとり親家庭やネグレク

ト、家庭内DVに直面している子どもたちの人権や、健康に関する「情報格差」が考慮されていませ

ん。生まれ育った環境に関わらず、すべての子どもが性に関する正しい情報を得て自ら選択肢を選

べる、そして「情報の格差」が「健康の格差」につながらない社会になってほしいと切に願います。

（東京都／保護者・養育者, 子ども・若者支援団体関係者） 

  

4．求める対応 

本調査では、教職員だけでなく、医療従事者、外部講師、保護者、若者など、多様な立場から共通し

て、現在の制度では必要な性に関する学びが十分保障されていないという課題が示されました。 

これらを踏まえ、必要な対応として以下を要望します。 

① 次期学習指導要領改訂において、「はどめ規定」の削除・見直しを行うこと。 

② 現行制度でも実施可能な内容をQ&A・通知等で明確化すること。 

③ 教材・指導案・保護者説明資料・研修等を国として整備し、学校間・地域間による教育格差を縮小

すること。 

 

性に関する学びは、すべての子どもが自分と他者のからだ・こころ・権利を大切にし、安心・安全に

生きていくための基礎的な学びです。その保障に向けて、学習指導要領の改訂、解釈の明確化、通

知による周知、実施体制の整備を一体的に進めることが求められます。 

 

以上 
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